


　当館は、本市の「人権擁護都市宣言」（昭和 55（1980）年）
や、堺市議会の「非核平和都市宣言に関する決議」（昭和 58
（1983）年）の趣旨を生かし、戦争の悲惨さ、平和の尊さ、
人権の大切さ等を次世代に伝える施設として開館しました。
　館内を平和・人権・環境の三つのゾーンに分け、いずれも「資
料展示」と「感じる展示」で構成しています。
　今回は、令和 4（2022）年度から新たに展示に加わりました「原爆模型」をご紹介します。
　太平洋戦争末期、広島・長崎に投下された原子爆弾。日本は唯一の被爆国として核廃絶を訴え、堺市
議会も非核平和都市宣言を決議しています。
　今回展示しています、原爆模型は広島に投下された通称「リトルボーイ」と、長崎に投下された通称
「ファットマン」です。どちらも実物の約２分の１の大きさです。制作したのは平成 15（2003）年で、
10 月に特別展「広島・長崎原爆展」を開催するにあたり、手作りしたものです。
　以降、「原爆展」を開催する際に展示していましたが、原爆の悲惨さを感じてもらうために、今回、少
しリニューアルし常設展示を行い、薄れていく戦争の記憶に留めていただければと思います。

　当館は平和を求める強い気持ちをもって、これからも情報発信していきたいと思います。
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・ 子どもたちの学習のためには、このような、目で見て、聞くことのできる施設があることは、大事なことだと考えま
 す。（40 代）
・ 平和を自分自身が守っていく、つくっていくということを強く思います。戦争が今でも続いていますが、誰一人、幸せ
 になんかなれない。世界の人々が自分らしく、平和に暮らしていくためにも、自分から行動していくことの大切さを、
 いつも意識したい。（50 代）
・ 子どもも興味を持って見られるよう工夫されていました。戦時中のものも、とてもうまく展示され、目をうばわれまし
 た。（50 代）
・ ぜひ、子どもたちへみせたいです。今のこの時、特に戦争について話すのにいい資料でもあると思う。次の時代への戦
 争の悲惨さをぜひ伝えねばと感じる。（70 代） ※原文のまま掲載しています。

・ アニメから現実に切り変わったことで、より伝わっていたように感じた。 
（DVD いわたくんちのおばあちゃん）

・ 紛争の場面があり、今起きているロシア・ウクライナの問題にも触れることが出来た。
（DVD Paper Cranes Story ～ケンタとマイコ～）

・ とても分かりやすく、戦争の恐ろしさが伝わった。子ども達の真剣で神妙な表情が印象的だった。
（DVD アニメひめゆり）

・ 堺大空襲の DVD とセットでパネルを見ました。DVD の中で出てきたパネルもあり、より深められたと思います。
 また「これって何だろう？」と疑問をもち、自主的に調べてみようという子もいました。 

（パネル 戦時下の暮らしと堺大空襲） 
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第40回 平和と人権展 を開催しました

　令和 4（2022）年 8 月 1 日（月）から 8 月 5 日（金）の 5 日間、アリオ鳳グリーンコートにて、
「平和と人権展」を開催しました。この催しは、平和と人権の大切さの理解を深め、すべての人
が自分らしく生きることができる社会の実現をめざして、毎年この時期に実施されています。
　会場では、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、一般展示として平和と人権に関す
るパネルや市民の皆様から寄贈いただいた戦時中の実物資料の展示、堺大空襲の映像の放映をし
ました。また、特別展示では、インターネットと人権をテーマに、「SNS はハートですよ！～鷹の
爪団の #NoHeartNoSNS  大作戦～」を行い、被害者にも加害者にもならないような SNS  の利用に
ついて考えていただきました。
　期間中は多くの方にご来場いただき、アンケートでは、「展示が分かりやすく、理解しやすかっ
た」「唯一の被爆国としてできることをしてほしい」「人権について改めて考えることができた」
など、様々なご意見をいただきました。

国際貢献への参加・協力を希望する市民に対し、本市がパイプ役として、自由都市・堺 平和貢献賞の
授賞団体を紹介します。

●詳しくは下の２次元コードか人権推進課にご確認を！

授賞団体のマッチングは平和と人権資料館の展示でも呼びかけています
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